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給が妨げられる病態です。私の作製したマウスでは、
このワールブルク効果が亢進しているために、実験
的に狭心症を引き起こしても心臓への障害は少なく
てすむのです。この事は、癌細胞が死ににくいという
機序を逆手にとって、心臓を心筋梗塞から守れる可能
性を示唆しています。今後、この知見の研究がさらに
進み、心臓への治療に役立てばと思っています。

留学について思う事
　私は比較的長期に外国での勉強をして参りましたが、
最近のインターネットによる情報交換のスピードの
速さを考えると、海外留学をするという意義が薄ら
いできているように思います。ただ一つだけ良い点
を強調するとすれば、留学によって多様な人達と出会
い、人的ネットワーク（組織、恩師、友人、仕事仲間）を
構築する事ができ、それがその後の様々な共同活動の
手助けとなる事です。それは何も外国を網羅するグ
ローバルなネットワークという意味ではありません。
私がハーバード大学でこれまで働いてきて最も良かっ
た事は、同じ施設に留学された日本各地の医学部の先
生方や研究者達と懇意になれた事です。その事は、自
分にとって最も大切な宝だと思うのです。
　文を結ぶにあたり、兵庫医科大学の後輩の先生方が、
今後、海外、国内を問わずいろんな場所に留学に限ら
ず積極的に参加されて、人的ネットワークを広げられ
る事をお勧めいたします。
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兵庫医科大学卒業
大阪大学大学院医学系研究科博士課程修了
米国心臓核医学会若手研究奨励賞受賞
ハーバード大学医学部研究員
米国心臓協会フェローシップ受賞
ハーバード大学医学部インストラクター
米国心臓協会サイエンティストデベロップメントアワード受賞
ハーバード大学よりフランス国立保健医学研究所（ＩＮＳＥＲＭ）へ出向
現職

学生時代に苦手な科目が今は一番興味を
　学生時代に生化学は最も嫌いな科目の一つであっ
たにもかかわらず、現在、私は生化学的な手法を用い
た研究に興味を持っています。１９２０年代に活躍
した生化学者で、後にノーベル医学賞を受賞したオッ
トー・ワールブルクのお話をご存知でしょうか。学生
時代に当時の生化学教授でいらした斉藤先生の講義
で聞いた覚えはありましたが、最近になるまで全く
気にも留めていませんでした。ワールブルクは癌の
成因について、仮説というよりも強い信念を持って
いました。それは、癌は細胞の呼吸の乱れによって起
こるというものです。ここでいう呼吸とは、私達が息
を吸ったり吐いたりする事ではなく、細胞が酵素を
使ってブドウ糖を燃やしてエネルギーを作る事を意
味します。つまり癌化した細胞では解糖系と呼ばれ
る生化学的なサイクルが亢進していて、ワールブルク
はこの事が酸素や栄養分の少ない環境でも癌細胞が
増え続ける原因と考えたわけです。
　私は癌の研究者ではないのですが、ふとしたきっ
かけでこの仮説にとても興味を持つようになりました。
そのきっかけというのは、私が作製した遺伝子欠損
マウス（ビタミンD依存性発現蛋白が欠如したマウス）
は、このワールブルク効果を利用して、心臓を虚血障
害から守っている事を突き止めたからです。前述し
たとおり癌細胞は健常の細胞に比べて、酸素や栄養分
が少ない環境に適応して生き続ける事が出来ます。一
方、心筋梗塞や狭心症は、心臓への酸素や栄養分の供
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同じくハーバード大学で知り合った現コーネル大学准教授のヤン・
ラマディン先生とも親友として共同研究を続けています。

ハーバード大学で知り合った現自治医科大学准教授の新保昌久先
生と学会場にて再会。今でもかけがえのない親友です。



最近の新聞記事より

平成23年6月17日　神戸新聞掲載

平成23年6月20日　神戸新聞掲載

21 広報 vol.212 22広報 vol.212




